
                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

「消したかな」 あなたを守る 合言葉 

（平成２２年度 全国統一防火標語） 

主主なな記記事事            

◎藤島方面隊１年のあゆみ ◎梯子乗り・纏振り保存会 

◎特集    ◎藤島分署よりお知らせ 

住宅火災から大切な命を ◎女性消防隊より 

守るために！   ◎班紹介『2-1-3 谷地興屋』、『2-2-2 野田目』 
平成２３年度事業予定など 

鶴鶴岡岡市市消消防防団団藤藤島島方方面面隊隊広広報報誌誌  
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鶴岡市消防団藤島方面隊 

活性化広報委員会 

 

 ６月 鶴岡市消防団による水防訓練が行われました。 
藤島方面隊は「月の輪工法」を実施しました。 

○月の輪工 

土のうを積んで河川水位と漏水口との

水位差を縮めて水の圧力を弱め、漏水

口が拡大するのを防ぎ、堤防の決壊を

未然に防ぎます。 



 
（2）  平成 22年 3月発行  

 

大
会
の
結
果 

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部 

１
位  

谷
地
興
屋
（
２-

１-

３
） 

２
位  

無

音
（
３-

４-

１
） 

３
位  

八
色
木
上
区
（
４-

１-

１
） 

４
位  

宮

東
（
４-

２-

３
） 

５
位  

新

屋

敷
（
１-

３-

１
） 

■
最
優
秀
操
作
員
賞 

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》 

指
揮
者 

齋
藤 

功
（
八
色
木
上
区
） 

 
 

 
 

阿
部
貴
志
（ 

十
文
字 

） 

１
番
員 

池
田
直
史
（
谷
地
興
屋
） 

高
山
靖
章
（ 

無 

音 

） 

小
野
寺
祐
平
（
中
荒
俣
） 

２
番
員 

北
山
敏
寛
（ 

駅 

前 

） 

 
 

 
 

渡
部
寛
規
（ 

新
屋
敷 

） 

 
 

 
 

池
田
正
人
（
谷
地
興
屋
） 

 
 

 
 

丸
山
厚
輝
（ 

須 

走 

） 

 
 

 
 

阿
部 

剛
（ 

無 

音 

） 

 
 

 
 

上
田 

潤
（ 

宮 

東 

） 

 
 

 
 

伊
藤
功
大
（ 

十
文
字 

） 

３
番
員 

池
田
誠
司
（
谷
地
興
屋
） 

今
野 

功
（ 

無 

音 

） 

《
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
》（
減
点
０
） 

指
揮
者 

齋
藤
茂
樹
（ 

中 

町 

） 

３
番
員 

高
山
隆
一
（ 

中 

町 

） 

                                  

     

４
月
18
日
、
藤
島
体
育
館
を

会
場
と
し
、
本
年
度
よ
り
入
団

し
た
新
規
消
防
団
員
30
名
が

参
加
し
初
任
消
防
団
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
鈴
木
副
団
長
よ
り
、

消
防
団
員
の
役
割
、
心
構
え
等

の
訓
示
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
分
署
員
と
女
性
消
防
隊
の

指
導
の
も
と
普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
、
修
了
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
分
署
員
と
方

面
隊
幹
部
の
指
導
の
も
と
ホ
ー

ス
・
筒
先
を
使
い
、
火
災
へ
の

実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

長
時
間
に
わ
た
る
訓
練
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
各
団
員
が
真
剣

に
と
り
組
む
姿
に
、
消
防
団
員

と
し
て
の
意
欲
を
感
じ
ま
し
た
。 

           

    

春
の
強
い
日
差
し
と
風
の
中
、

藤
島
方
面
隊
全
団
員
が
参
加
し
、

藤
島
体
育
館
駐
車
場
を
会
場
に

春
季
消
防
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

指
揮
者
の
力
強
い
掛
け
声
の

も
と
、
小
隊
・
中
隊
に
分
か
れ

て
基
本
動
作
訓
練
が
行
わ
れ
た

あ
と
、
ポ
ン
プ
操
法
展
示
や
祝

賀
放
水
、
梯
子
乗
り
・
纏
振
り

が
披
露
さ
れ
る
と
、
見
学
に
訪

れ
た
多
く
の
市
民
か
ら
は
大
き

な
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。 訓

練
に
対
す
る
講
評
・
来
賓

祝
辞
に
引
続
き
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
、
優
良
団
員
と
永
年
勤

続
さ
れ
た
団
員
・
元
団
員
が
表

彰
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
称
え
ら

れ
ま
し
た
。 

          

     

藤
島
体
育
館
駐
車
場
を
会
場

に
自
動
車
ポ
ン
プ
１
台
、
小
型

ポ
ン
プ
17
台
が
集
結
し
、
藤
島

方
面
隊
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
午
後
12

時
30
分
よ
り
ホ
ー
ス
計
測
と

抽
選
が
行
わ
れ
、
開
会
行
事
の

後
に
大
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
が
始
ま
る
と
会
場
の
雰

囲
気
が
一
変
、
緊
張
感
の
漂
う

中
、
指
揮
者
の
気
迫
あ
ふ
れ
る

掛
け
声
と
共
に
各
番
員
は
機
敏

な
動
き
で
操
法
を
繰
り
広
げ
、

練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
ま
し
た
。 

              

                                  

初
任
消
防
団
員 

 
 
 

研
修
会 

藤
島
方
面
隊 

 

春
季
消
防
訓
練 

藤
島
方
面
隊 

 
 

操
法
大
会 

鶴岡市消防団藤島方面隊 

一年のあゆみ 
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山
形
県
消
防
学
校
を
会
場
に
、

庄
内
各
市
町
の
代
表
、
自
動
車

ポ
ン
プ
11
台
、
小
型
ポ
ン
プ

13
台
が
集
結
し
、
庄
内
支
部
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

大
会
に
は
藤
島
方
面
隊
の
代

表
と
し
て
、
自
動
車
の
部
に
は

中
町
班
が
、
小
型
の
部
に
は
谷

地
興
屋
班
が
出
場
し
ま
し
た
。 

 

両
班
は
藤
島
操
法
大
会
が
終

っ
て
か
ら
大
会
ま
で
の
約
１
ヶ

月
間
、
藤
島
体
育
館
の
駐
車
場

や
、
消
防
学
校
で
分
署
員
と
藤

島
方
面
隊
幹
部
の
指
導
の
も
と
、

優
勝
を
目
標
に
一
致
団
結
し
、

訓
練
に
励
み
ま
し
た
。 

 

本
番
で
は
、
関
係
者
が
見
守

る
中
、
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
大
会
を
終
え
ま
し

た
。 

          

     

今
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
は

庄
内
地
方
一
帯
に
地
震
が
発
生

し
た
と
い
う
想
定
に
よ
り
、
７

年
ぶ
り
に
各
分
団
ご
と
に
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
、
４
分
団
（
八

栄
島
・
長
沼
地
区
）
で
は
八
色

木
町
内
会
周
辺
を
会
場
に
総
勢

95
名
が
参
加
し
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 
は
じ
め
に
町
内
会
の
住
民
の

方
々
が
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、

自
主
防
災
会
と
団
員
の
協
力
に

よ
り
、
車
椅
子
や
自
力
避
難
が

困
難
な
方
々
の
避
難
援
助
・
誘

導
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
ま
し
た
。 

 

水
消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓

練
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
標
的

に
し
て
狙
い
を
定
め
、
素
早
く

倒
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

          

           

火
災
防
御
訓
練
で
は
、
近
隣

住
民
の
方
が
火
事
を
発
見
し
火

事
ぶ
れ
、
通
報
と
警
鐘
打
鳴
を

行
い
、
警
鐘
を
聞
き
つ
け
て
集

ま
っ
た
住
民
が
消
火
栓
を
使
用

し
た
初
期
消
火
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
駆
け
つ
け
た
消
防
団

の
自
動
車
ポ
ン
プ
と
小
型
ポ
ン

プ
７
台
に
よ
る
消
火
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
火
災
防

御
に
参
加
し
た
団
員
が
多
い
為

か
、
折
り
畳
み
ホ
ー
ス
の
展
張

要
領
に
不
安
を
感
じ
ま
し
た
が
、

迅
速
か
つ
連
携
の
取
れ
た
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。 

 

炊
き
出
し
訓
練
で
は
、
真
心

の
こ
も
っ
た
お
い
し
い
お
に
ぎ

り
が
参
加
者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。 

 

倒
壊
建
物
救
助
救
出
訓
練
で

は
、
団
員
が
巡
回
中
に
倒
壊
し

た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い

る
住
民
を
発
見
、
訓
練
服
と
と

び
口
を
利
用
し
て
作
っ
た
即
席

担
架
で
救
護
場
所
へ
と
搬
送
し

て
、
女
性
消
防
隊
の
方
の
指
導

で
行
っ
た
応
急
手
当
・
心
肺
蘇

生
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

交
通
規
制
訓
練
で
は
、
災
害

時
に
消
火
・
救
出
活
動
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
団
員
が

車
両
等
の
誘
導
を
し
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
ご
協
力
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

 

今
回
各
分
団
ご
と
に
行
わ
れ

た
防
災
訓
練
に
ご
協
力
頂
い
た

団
体
の
み
な
さ
ん
が
、
自
分
の

や
る
べ
き
役
割
を
し
っ
か
り
理

解
し
、
本
番
さ
な
が
ら
に
訓
練

に
取
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
参

加
者
全
員
が
有
事
に
備
え
、
よ

り
一
層
の
防
災
意
識
を
高
め
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

               

     

今
年
は
悪
天
候
の
中
、
新
春

恒
例
の
藤
島
地
域
消
防
出
初
式

が
、
藤
島
公
民
館
前
を
会
場
に

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

初
め
に
公
民
館
の
大
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
藤
島
地
域
の
無
火

災
と
安
全
を
願
い
神
事
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場

所
を
公
民
館
前
に
移
し
、
雪
の

降
る
中
、
団
員
に
よ
る
祝
賀
放

水
や
、
梯
子
乗
り
・
纏
振
り
が

披
露
さ
れ
る
と
、
沿
道
の
大
勢

の
市
民
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手

と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
分
列
行
進
が
行
わ

れ
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
、
藤

島
方
面
隊
の
防
火
へ
の
意
気
込

み
を
披
露
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

           

藤
島
地
域 

総
合
防
災
訓
練 

藤
島
地
域 

消
防
出
初
式 

山
形
県
消
防
操
法 

庄
内
支
部
大
会 

５
日 

１
分
団
（
新
屋
敷
） 

５
日 

２
分
団
（
三
和
） 

４
日 

３
分
団
（
添
川
） 

５
日 

５
分
団
（
上
藤
島
） 
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住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
を

守
る
為
の
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？ 

 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約

６
割
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
、
ま

た
犠
牲
者
の
約
６
割
が
高
齢
者

で
あ
る
と
い
う
現
状
を
考
え
る

と
、
先
ず
は
避
難
が
肝
心
で
、

火
災
発
生
を
い
ち
早
く
知
る
、

知
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
火
災
発
生
を
音
声

で
知
ら
せ
る
火
災
警
報
器
を
、

個
人
住
宅
に
も
設
置
を
義
務
付

け
る
と
い
う
、
消
防
法
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                   

設
置
期
限
は
市
の
条
例
で
定

め
ら
れ
、既
存
住
宅
の
場
合
は
、

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、 

 

一
、
寝
室
（
家
族
全
員
） 

 

二
、
階
段
（
寝
室
が
二
階 

 
 
 

以
上
に
あ
る
場
合
） 

ま
た
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
台
所
へ
の
設
置
も
お
薦
め

し
ま
す
。
寝
室
や
階
段
に
は
煙

感
知
器
、
台
所
に
は
熱
感
知
器

が
有
効
と
な
り
ま
す
。 

                     

 

さ
て
、
左
上
段
の
グ
ラ
フ
は 

建
物
火
災
で
の
死
者
、
火
災
で

の
死
亡
原
因
、
を
表
し
た
物
で

す
。
建
物
火
災
で
の
死
者
の
約

９
割
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
、

火
災
で
の
死
亡
原
因
の
約
６
割

が
逃
げ
遅
れ
で
す
。 

 

ま
た
、
左
中
段
の
グ
ラ
フ
は 

日
本
と
米
国
の
火
災
に
よ
る
死

者
数
の
推
移
、
火
災
警
報
器
有

無
別
の
死
者
数
、
を
表
し
た
物

で
す
。
日
本
の
約
２
倍
の
死
者

数
だ
っ
た
米
国
で
は
、
火
災
警

報
器
の
普
及
に
よ
り
、
死
者
数

が
大
き
く
減
少
、
そ
し
て
住
宅 

                   

火
災
１
０
０
件
当
た
り
の
死
者

数
の
比
較
で
は
、
火
災
警
報
器

が
有
る
場
合
は
、
無
い
場
合
の

約
１
／
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、
火
災
か
ら
生
命
財
産

を
守
る
大
変
重
要
な
物
で
す
。

今
後
購
入
・
設
置
を
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
左
記
の
火
災
警

報
器
Ｑ
＆
Ａ
を
参
考
に
し
て
頂

き
、
早
急
且
つ
適
切
な
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
設
置

後
は
家
族
全
員
で
警
報
音
を
確

認
し
、
万
が
一
に
備
え
ま
し
ょ

う
。 

                   

住宅火災から大切な 

命を守るために！ 

～特 集～ 

午前４時、突然の火災・・・ 

 あなたは大切な家族を守れますか？ 

Q1.必ず付けないといけないのですか？ 
Ａ.消防法の改正により、すべての住宅に火災警報器の取り付けが 
  義務付けられ、各市町村の火災予防条例で設置・維持の基準が 
  定められています。 
  住宅火災から大切なご家族を守るためにも火災警報器を必ず 
  取り付けましょう。 
 
Q2.NSマーク付きの火災警報器でなければいけないのですか？ 
Ａ.法令では(消防法施行令5条の6)、「その形状、構造、材質及び 
  性能が総務省令で定める技術上の規格に適合するもの」とされ 
 ていますので、法令で定める技術基準に適合するものでなけれ 

  ばなりません。ＮＳマークは、日本消防検定協会が法令に定め 
  る基準に適合しているかどうかを検査して合格した火災警報 
  器に貼付されています。 
  現在は、日本の法令に適合していることを証明する他の「マー 
  ク」はありません。 
 
Q3.取付位置が決まっていますがその根拠は？ 
Ａ.火災により発生した煙は天井に向かい上昇します。 
  天井に達すると、天井を這うように 
  周辺の壁に向かい広がってゆきます。 
  その時、煙の流れは天井と壁の 
  交差する隅には流れにくく（鋭 
  角に曲がることが苦手）、煙の感 
  知が遅れます。また、壁に取り 
  付けた場合と、天井に取り付け 
  た場合同じ性能が保てることが 
  実験によって確認されています。 

7.7 人 

2.4 人 

約 1/3 
米国における
火災警報器の

普及率 

米国 

日本 

火災警報器なし  火災警報器あり 
７８８８８８９９９９９０００ 
８０２４６８０２４６８０２４ (年) 
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1 
0 
 
 

(平成18年度) 

■日本と米国の火災における死者数の推移 
(100万人あたり) 

■火災警報器の有無による死者数の比較 
(住宅火災100件あたり) 

■死亡原因の約６割が逃げ遅れ 

その他の 
死亡原因 

■住宅火災による死者数は建物火災の約９割 
住宅以外の 
火災による死者 
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鶴
岡
市
消
防
団
で
は
唯
一
、

藤
島
方
面
隊
が
行
っ
て
い
る

「
梯
子
乗
り
」
の
技
を
紹
介
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
一
度
は
見
た
こ
と

が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
「
梯
子
乗
り
」
で
使
用
す

る
梯
子
は
竹
製
の
も
の
で
、
高

さ
が
６
ｍ
も
あ
り
、
と
て
も
し

な
り
ま
す
。
そ
の
梯
子
を
使
い

様
々
な
演
技
を
披
露
す
る
の
で

す
が
、
見
て
い
る
だ
け
で
足
が

す
く
ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

○
火
の
見 

 

難
易
度
★
★
☆
☆
☆ 

          

は
し
ご
の
頂
上
か
ら
火
事
の
状

況
、
風
向
き
、
周
囲
の
状
況
を

確
認
し
ま
す
。 

       

か
ん
た
ん 

○
邯
鄲
夢
の
枕 

 

難
易
度
★
★
☆
☆
☆ 

         

出
世
を
夢
見
て
邯
鄲
に
来
た
青

年
が
道
端
で
栄
華
が
思
い
の
ま

ま
に
な
る
と
い
う
枕
を
借
り
、

そ
の
思
い
に
浸
っ
て
い
る
姿
勢
。 

 

○
灰
吹
き 

 

難
易
度
★
★
★
★
☆ 

         

       

灰
吹
き
は
タ
バ
コ
の
盆
に
付
属

す
る
竹
筒
。
垂
直
の
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
大
技
で
す
。 

 

○
し
ゃ
ち
ほ
こ 

 

難
易
度
★
★
☆
☆
☆ 

         

水
を
吹
き
上
げ
る
海
の
獣
。 

防
火
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用
い

ら
れ
、
城
郭
の
む
ね
の
両
端
に

取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

        

 

は
っ
そ
う 

○
八
艘
飛
び 

 

難
易
度
★
★
★
☆
☆ 

         

壇
ノ
浦
の
合
戦
で
源
義
経
が
行

っ
た
と
さ
れ
る
八
艘
飛
び
で
す
。

遠
く
へ
飛
び
越
え
る
格
好
で
、

バ
ラ
ン
ス
が
難
し
い
技
で
す
。 

 

○
敬
礼 

 

難
易
度
★
★
☆
☆
☆ 

             

簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
つ

ら
い
技
で
す
。 

 

う
ぐ
い
す 

○
鶯
の
谷
渡
り 

 

難
易
度
★
★
★
★
☆ 

         

片
足
を
は
し
ご
に
固
定
し
て
何

度
も
上
下
に
反
転
す
る
、
難
易

度
の
高
い
技
で
す
。 

 

今
回
、
紹
介
し
た
技
は
、
ほ

ん
の
一
部
で
す
が
、
今
後
も
春

演
習
や
出
初
式
で
披
露
す
る
機

会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

間
近
で
ご
覧
頂
き
、
一
緒
に
掛

け
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
梯
子
乗
り
隊
員
■ 

代
表 

原
田 

正
彦 

飯
鉢 

哲
夫
、
栗
田 

幹 

石
川 

安
彦
、
齋
藤 

直
八 

小
野
寺
一
貴
、
本
間 

丈
裕 

太
田 

 

晃
二
、
齋
藤 

 

謙
介 

 

我
孫
子 

純 

■
纏
振
り
隊
員
■ 

代
表 

板
垣 

一
紀 

浅
賀 

英
明
、
布
川 

嘉
浩 

髙
橋 

 

大
輔
、
菅
原 

和
彦 
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平
成
22
年
３
月
１
日
、
藤
島

分
署
に
最
新
型
の
救
急
車
が
更

新
配
備
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら

救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ
職

員
が
５
名
配
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
規
格
救
急
車
は
、
従
来
の

救
急
車
と
比
べ
高
度
な
救
急
資

器
材
を
積
載
し
、
救
命
処
置
を

行
う
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ

れ
、
振
動
が
少
な
い
な
ど
、
傷

病
者
管
理
と
車
両
運
行
上
の
、 

            

           

安
全
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。 

 
救
急
救
命
士
と
は
国
家
資
格

で
あ
り
、
そ
の
資
格
を
持
つ
職

員
が
常
時
藤
島
分
署
に
勤
務
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
救
急

救
命
士
は
呼
吸
や
心
臓
が
突
然

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
心
肺
停
止
状
態
の
傷
病
者
に

対
し
、
家
族
・
関
係
者
に
状
態

を
説
明
し
同
意
を
得
て
、
医
師

と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
具

体
的
な
指
示
を
受
け
、
次
の
医

療
行
為
を
実
施
し
ま
す
。 

 

①
人
工
呼
吸
を
行
う
時
、
肺

に
空
気
を
確
実
に
送
り
込
む
た

め
、
口
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ

て
空
気
の
通
り
道
を
確
保
し
ま

す
。 

 

②
病
院
に
着
い
て
直
ぐ
に
薬

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
点
滴

を
実
施
し
ま
す
。 

 

③
傷
病
者
の
状
態
に
合
わ
せ

て
、
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
心
臓 

       

を
回
復
さ
せ
る
効
果
の
あ
る
薬

を
与
え
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
藤
島
分
署
救

急
隊
の
高
度
化
が
実
施
さ
れ
、

車
両
・
資
器
材
・
人
員
共
に
救

急
体
制
は
よ
り
充
実
さ
れ
ま
し

た
。 

                    

                             

「
救
命
の
連
鎖
」
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？ 

 

呼
吸
や
心
臓
が
突
然
止
ま
っ

た
人
の
「
命
」
を
救
う
た
め
に

必
要
な
要
素
の
こ
と
で
す
。 

そ
れ
は
、 

「
早
い
、
１
１
９
番
通
報
」 

「
早
い
、
応
急
手
当
」 

「
早
い
、
救
急
隊
に
よ
る
救
命

処
置
」 

「
早
い
、
医
療
機
関
に
お
け
る

高
度
な
救
命
医
療
」 

以
上
４
つ
の
こ
と
を
言
い
、
こ

れ
を
う
ま
く
つ
な
げ
て
命
を
助

け
る…

こ
れ
が「
救
命
の
連
鎖
」

で
す
。
こ
の
中
の
一
つ
で
も
欠

け
て
し
ま
う
と
、
命
を
救
え
る

チ
ャ
ン
ス
は
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
も
、
二
つ
の

要
素
（ 

と 

）
は
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
、
つ
ま
り
、

「
あ
な
た
」
の
役
目
で
す
。 

 

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め 

「
応
急
手
当
講
習
会
」
に
参
加 

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

              

火事･救急･救助 

局番なしの 119 

藤島分署配備 高規格救急車 

高
規
格
救
急
車
が
配
備
さ
れ 

救
急
救
命
士
が
配
置
さ
れ
ま
し
た 

 

救急救命士は、灰色の救急服を着用し勤務しています 

空気の通り道を確保する救命処置器材 点滴及び、薬の救命処置器材 

救
急
車
は
新
し
く 

な
っ
た
け
ど…

 

 

お問い合わせは 

藤島分署 ℡64-2139 

「救命の連鎖」 
（Chain of Survival） 
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患
部
を
水
で
冷
や
し

て
く
だ
さ
い
。（
流
水
に

て
30
分
位
）
や
け
ど
を

冷
や
す
と
痛
み
が
軽
く

な
り
、
悪
化
す
る
事
を

防
ぐ
事
が
で
き
ま
す
。 

水
ぶ
く
れ
は
、
や
け
ど

の
傷
口
を
保
護
す
る
役

割
が
あ
る
の
で
破
い
て

は
い
け
ま
せ
ん
。 

そ
の
後
、
必
ず
医
療
機

関
を
受
診
し
て
下
さ
い
。 

        
 
 

感
染
防
止
の
為
、
血
液

に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
に

で
き
る
だ
け
ビ
ニ
ー
ル
手

袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
用

す
る
。 

ガ
ー
ゼ
や
タ
オ
ル
等
を

重
ね
、
傷
口
に
あ
て
そ
の

上
を
手
で
圧
迫
す
る
。 

                   

                                  

              

今
年
度
も
、
分
署
の
方
達
と

と
も
に
各
町
内
会
に
出
向
き
、

「
応
急
手
当
て
」
「
心
肺
蘇
生

法
」
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

上
に
記
載
し
て
い
る
手
順
等
を
、

私
達
女
性
消
防
隊
が
み
な
さ
ん

へ
直
接
指
導
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

今
後
も
み
な
さ
ん
に
分
か
り

や
す
く
指
導
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。 

          

           
 
 

鶴
岡
市
合
併
に
よ
り
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
や

勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

少
し
で
も
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
私
達
と
一
緒
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
!! 

 
 
 

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
!! 

 
 

【
連
絡
先
】 

 
 
 

鶴
岡
市
消
防
本
部 

 
 
 
 
 
 
 
 

警
防
課 

 
 
 

℡
２
２‐

８
３
２
０ 
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班
長 

草
島 

孝
志 

連
覇
を
期
し
て
操
法
大
会
に

臨
ん
だ
谷
地
興
屋
班
。
全
員
忙

し
い
中
や
り
く
り
を
し
て
練
習

に
励
み
、
OB
や
町
内
会
の
方
々

に
も
協
力
を
い
た
だ
い
て
当
日

を
迎
え
ま
し
た
。
お
陰
様
で
優

勝
を
飾
る
こ
と
が
で
き
、
以
前

に
も
ま
し
て
班
員
同
士
の
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝 

        

班
長 

佐
藤 

慎
也 

 

私
た
ち
野
田
目
消
防
団
は
、

分
団
の
中
心
部
に
位
置
す
る
普

通
積
載
車
を
所
有
し
て
い
る
班

で
す
。
団
員
数
は
８
名
で
、
若

い
団
員
も
多
く
、
明
る
く
元
気

に
町
内
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
あ

っ
て
消
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

し
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経

験
は
班
員
一
人
ひ
と
り
の
今
後

の
消
防
活
動
に
役
立
つ
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
町
内
会
活
動
な
ど

地
域
貢
献
に
も
活
か
さ
れ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。「
絆
」
と
は

糸
偏
に
半
と
書
き
ま
す
。
そ
れ

は
決
し
て
完
全
で
は
な
い
（
＝

半
分
）
も
の
同
士
の
気
持
ち
を

糸
で
ひ
と
つ
に
束
ね
る
こ
と
を

意
味
し
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を

補
い
合
い
、
す
ぐ
に
切
れ
そ
う

な
糸
だ
か
ら
こ
そ
互
い
の
関
係

を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

私
た
ち
全
員
は
成
長
途
上
。 

  

第
２
分
団
は
、
去
年
の
10
月

13
日
に
５
年
間
無
火
災
を
達

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
町
内
の

皆
様
の
協
力
が
あ
っ
て
の
事
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
団
員

一
丸
と
な
っ
て
、
町
内
の
皆
様

と
協
力
し
あ
っ
て
消
防
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
火
災
に
よ
る
被
害
軽

減
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
の
が

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。
今

年
の
５
月
31
日
ま
で
設
置
が

必
要
で
す
の
で
、
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
方
は
、
早
め
の
準
備

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
助
け
合
い
励
ま
し

合
い
、
絆
を
さ
ら
に
深
め
な
が

ら
地
域
の
方
達
の
生
命
と
財
産

を
守
る
消
防
活
動
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

                             

  

■
広
報
委
員
長 

 

池
田 

 

薫 

■
広
報
委
員 

 

加
藤 

英
明
、
本
間 

 

篤 

齋
藤 

茂
樹
、
齋
藤 

彰
一 

池
田 

修
一
、
叶
野 

 

哲 

髙
橋 

 

守
、
工
藤 

孝
一 

大
沼 

泰
和
、
齋
藤 

高
史 

阿
部 

貴
志
、
井
上 

 

敦 

阿
部 

 

勝
、
本
間 

 

悟 

 

髙
橋 

綾
子
、
庄
司 

裕
美 

 

太
田 

伸
一
（
藤
島
分
署
） 

【
委
員
長
か
ら
の
一
言
】 

 

「
ひ
の
み
や
ぐ
ら
」
第
29
号

を
ご
覧
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

昨
年
第
２
分
団
が
５
年
間
無

火
災
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
の
団
員
の
活
動
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
と
申
し
上

げ
ま
し
て
も
地
域
住
民
皆
様
の

火
災
予
防
に
対
す
る
高
い
意
識

の
お
か
げ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
元
の
地
域
か
ら
は
火

災
が
出
な
い
様
に
、
又
藤
島
地

域
全
体
か
ら
も
火
災
が
出
ま
せ

ん
様
に
「
予
防
消
防
」
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

最
後
に
広
報
誌
発
行
に
ご
協

力
頂
い
た
関
係
各
位
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
池
田
） 

1/8 9/ 8/7 6/11 5/29 5/15 4/9 鶴
岡
市
消
防
団
事
業
予
定 

1/22 9/4 7/10 5/28 4/10 4/3 

平
成
２
３
年
度 

藤
島
方
面
隊
事
業
予
定 

鶴
岡
市
消
防
出
初
式 

庄
内
支
部
後
援 

総
合
防
災
訓
練 

操
法
庄
内
支
部
大
会 

鶴
岡
市
水
防
訓
練 

鶴
岡
市
消
防
団 

 
 

春
季
消
防
演
習 

県
・
鶴
岡
市
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